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（
３
）
本
文 

 
＊

す

で

に

出

版

契

約

が

さ

れ

て
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た

め
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史
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史
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三
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二
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一

七

年

） 
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（
５
）
論
文
の
内
容
の
要
旨 

 
本

論

文

は

、

中

世

後

期

（

南

北

朝

期

～

戦

国

期

）

の

日

本

で

、

足

利

氏

と

そ

の

一

族

（

足

利

一

門

）

が

尊

貴

な

存

在

で

あ

る

と

、

室

町

幕

府

・

足

利

将

軍

側

の

み

な

ら

ず

、

広

く

全

国

の

大

名

・

武

士

側

か

ら

も

思

わ

れ

て

い

た

こ

と

を

明

ら

か

に

し

、

か

か

る

武

家

間

に

お

け

る

価

値

観

の

共

有

に

よ

っ

て

、

戦

国

期

に

お

い

て

も

な

お

足

利

氏

を

中

心

と

す

る

秩

序
（
「

足

利

的

秩

序

」
）
は

維

持

さ

れ

た

と

見

通

す

も

の

で

あ

る

。 

内

容

は

、
足

利

一

門

の

な

か

で

も

、
と

り

わ

け

別

格

の

家

格

を

誇

る

吉

良
・
石

橋
・
渋

川

の

三

氏
（
「

足

利

氏

御

一

家

」
「

足

利

御

三

家

」
）

を

具

体

的

に

検

討

す

る

第Ⅰ

部

「

足

利

氏

御

一

家

論

」

と

、

足

利

氏

を

頂

点

と

し

、

足

利

一

門

を

上

位

と

す

る

武

家

の

儀

礼

的

・

血

統

的

な

秩

序

意

識

・

序

列

認

識

の

形

成

・

維

持

・

崩

壊

の

各

過

程

を

総

体

的

・

理

論

的

に

考

察

す

る

第Ⅱ

部

「

足

利

的

秩

序

論

」

か

ら

な

る

。 

  

以

下

、
か

か

る

課

題

を

導

い

た

先

行

研

究

、
及

び

、
研

究

現

状

を

確

認

し

、
本

論

文

の

概

要

を

述

べ

る

。 

 

室

町

幕

府

・

足

利

将

軍

研

究

は

分

厚

い

蓄

積

が

あ

り

、

現

在

も

日

々

進

化

し

て

い

る

こ

と

は

周

知

の

通

り

で

、

近

年

は

特

に

図

書

や

雑

誌

・

学

会

な

ど

で

幕

府

・

将

軍

は

頻

繁

に

議

論

の

俎

上

に

載

せ

ら

れ

て

い

る

。

そ

う

し

た

将

軍

（

足

利

氏

）

を

中

心

と

す

る

幕

府

支

配

の

な

か

で

、

将

軍

一

門

（

足

利

一

門

）

が

大

き

な

役

割

を

果

た

し

た

こ

と

は

、
既

に

指

摘

さ

れ

て

久

し

い

。
こ

う

し

た

足

利

一

門

を

総

体

的

に

追

究

し

、
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決

定

的

に

重

要

な

成

果

を

残

し

た

の

が

、

小

川

信

で

あ

る

。

小

川

は

、

足

利

一

門

の

な

か

で

も

、

特

に

将

軍

に

次

ぐ

政

治

的

・

軍

事

的

権

力

を

も

っ

て

足

利

氏

を

支

え

た

三

管

領

（

斯

波

氏

・

畠

山

氏

・

細

川

氏

）

を

徹

底

し

て

分

析

し

た

。

そ

れ

は

、

氏

自

身

も

い

う

よ

う

に

、

江

戸

幕

府

で

い

え

ば

、

大

老

・

老

中

首

座

に

あ

た

る

幕

府

き

っ

て

の

要

職

の

追

究

で

あ

る

。 

 

他

方

で

、

幕

府

・

将

軍

が

か

か

る

政

治

や

軍

事

と

い

っ

た

権

力

面

以

外

、

儀

礼

や

血

統

と

い

っ

た

権

威

面

で

も

支

え

ら

れ

て

い

た

と

い

う

よ

う

な

研

究

も

一

定

の

蓄

積

が

あ

り

、

現

在

も

日

々

深

化

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。
そ

れ

は

、「

法

」
と

は

別

個

の

領

域

の

問

題

で

あ

り

つ

つ

も

、
統

治

の

な

か

で

は

法

と

並

ん

で

重

要

な

役

割

を

果

た

し

た

「

礼

」

の

問

題

の

追

究

と

い

う

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

「

礼

」

は

、

日

本

を

上

か

ら

下

ま

で

貫

き

、

国

家

を

尊

卑

の

原

理

に

よ

っ

て

統

一

す

る

も

の

と

し

て

、

日

本

国

家

の

求

心

的

側

面

を

考

え

る

う

え

で

は

無

視

で

き

な

い

要

素

と

い

え

る

。

事

実

そ

れ

は

、

分

裂

か

ら

統

合

へ

の

関

心

の

移

動

と

評

さ

れ

る

昨

今

の

日

本

中

世

史

研

究

に

お

い

て

、「

分

裂

す

る

社

会

を

統

合

す

る

契

機

」
を

解

明

す

る

う

え

で

の

貴

重

な

鍵

と

し

て

、

俄

か

に

注

目

が

集

ま

っ

て

お

り

、

そ

れ

ゆ

え

、

幕

府

・

将

軍

の

も

つ

礼

的

側

面

（

権

威

面

）

の

追

究

は

、

法

的

側

面

（

権

力

面

）

の

考

究

と

並

ん

で

重

要

な

テ

ー

マ

と

な

り

つ

つ

あ

る

。

け

れ

ど

も

、

後

者

に

比

し

て

、

前

者

は

未

だ

大

幅

な

研

究

の

立

ち

遅

れ

が

存

在

し

て

い

る

と

い

わ

ざ

る

を

得

ず

、

権

威

面

の

追

究

は

焦

眉

の

課

題

と

な

っ

て

い

る

。 
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以

上

の

諸

点

を

踏

ま

え

れ

ば

、

幕

府

・

将

軍

の

藩

屏

と

な

っ

た

足

利

一

門

に

つ

い

て

、

小

川

と

は

別

の

角

度
・
側

面

か

ら

の

ア

プ

ロ

ー

チ

も

必

要

と

な

っ

て

く

る

だ

ろ

う

。
す

な

わ

ち

、
足

利

一

門

の

な

か

で

も

、

特

に

将

軍

に

次

ぐ

儀

礼

的

・

血

統

的

権

威

を

も

っ

て

足

利

氏

を

支

え

た

「

足

利

氏

御

一

家

」

の

分

析

で

あ

る

。

そ

れ

は

、

江

戸

幕

府

で

い

え

ば

、

徳

川

御

三

家

に

あ

た

る

も

の

の

追

究

で

あ

る

。

近

世

に

お

い

て

徳

川

将

軍

を

権

力

面

で

支

え

た

大

老

・

老

中

の

み

な

ら

ず

、

権

威

面

で

支

え

た

御

三

家

の

研

究

が

必

須

で

あ

る

の

と

同

様

、

中

世

に

お

い

て

足

利

将

軍

を

権

力

面

で

支

え

た

三

管

領

の

み

な

ら

ず

、

権

威

面

で

支

え

た

御

一

家

の

研

究

が

不

可

欠

と

考

え

る

所

以

で

あ

る

。 

 

こ

の

御

一

家

と

は

、

具

体

的

に

は

吉

良

・

石

橋

・

渋

川

の

三

氏

の

こ

と

を

指

し

て

い

る

。

だ

が

、

こ

れ

ま

で

の

足

利

氏

・

足

利

一

門

研

究

は

、

権

力

面

か

ら

の

ア

プ

ロ

ー

チ

が

中

心

で

あ

っ

た

た

め

、

権

力

的

に

強

大

で

は

な

い

御

一

家

に

つ

い

て

の

分

析

は

不

足

し

て

い

た

と

い

わ

ざ

る

を

得

な

い

。

確

か

に

権

力

面

か

ら

見

れ

ば

弱

小

だ

が

、
権

威

面

か

ら

見

れ

ば

三

管

領

と

同

等

以

上

の

家

格

を

有

し

た

者

が

御

一

家

で

あ

る

。

か

か

る

存

在

を

無

視

し

て

よ

い

と

は

思

わ

れ

な

い

。 

で

は

、

御

一

家

は

い

つ

幕

府

内

部

に

誕

生

し

た

の

か

。

ま

た

、

な

ぜ

吉

良

・

石

橋

・

渋

川

の

三

氏

だ

け

が

特

別

だ

っ

た

の

か

。

さ

ら

に

、

彼

ら

は

戦

国

期

に

は

都

を

離

れ

て

各

地

で

生

き

残

る

こ

と

と

な

る

が

、

戦

国

大

名

た

ち

は

こ

の

三

氏

を

ど

う

見

て

い

た

の

か

。

本

論

文

第Ⅰ

部

は

、

数

あ

る

足

利

一

門

の

う

ち

、

ど

う

し

て

吉

良

・

石

橋

・

渋

川

の

三

氏

の

み

が

御

一

家

の

地

歩

を

築

け

た

の

か

、

こ

の

疑

問

を

解

き

ほ

ぐ
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す

べ

く

、

ま

ず

吉

良

氏

（

第

一

章

・

第

二

章

）
、

次

い

で

石

橋

氏

（

第

三

章

）
・

渋

川

氏

（

第

四

章

）

の

個

別

的

研

究

を

行

い

、
そ

の

う

え

で

御

一

家

の

総

論

を

展

開

す

る
（

第

五

章

）
。
そ

し

て

、
御

一

家

全

員

と

深

く

関

係

す

る

と

と

も

に

、

本

来

御

一

家

の

資

格

も

有

し

て

い

た

三

管

領

筆

頭

斯

波

氏

に

つ

い

て

も

検

討

す

る

こ

と

で

、
第Ⅰ

部

の

議

論

を

補

完

し

つ

つ

、
御

一

家

と

三

管

領

の

比

較

も

行

う
（

付

論

一

）
。
か

か

る

分

析

を

通

し

て

、

戦

国

期

に

い

た

っ

て

も

な

お

、

御

一

家

は

武

家

の

貴

種

で

あ

る

と

、

戦

国

大

名

ら

か

ら

も

見

ら

れ

て

い

た

こ

と

が

、

具

体

的

に

浮

か

び

上

が

っ

て

く

る

だ

ろ

う

。 

な

お

、

足

利

氏

を

中

心

と

す

る

中

世

後

期

の

武

家

社

会

を

考

え

る

う

え

で

は

、

京

都

足

利

氏

（

将

軍

）

＝

西

国

の

分

析

だ

け

で

は

不

十

分

で

あ

る

。

東

国

に

は

関

東

足

利

氏

（

公

方

）

を

頂

点

と

し

て

、

西

国

か

ら

は

自

律

的

な

独

自

の

秩

序

が

存

在

し

た

。

か

か

る

研

究

は

分

厚

い

蓄

積

が

あ

り

、

現

在

も

日

々

進

化

し

て

い

る

こ

と

は

周

知

の

通

り

で

、

近

年

は

特

に

東

西

の

枠

を

超

え

た

列

島

横

断

的

な

分

析

が

進

み

つ

つ

あ

り

、

こ

の

視

角

は

継

承

す

べ

き

も

の

で

あ

る

。

本

論

文

で

扱

う

御

一

家

も

、

京

都

足

利

氏

・

関

東

足

利

氏

の

も

と

で

、

東

西

に

存

在

し

た

。

そ

れ

ゆ

え

、

関

東

吉

良

氏

を

第

一

章

で

、

関

東

渋

川

氏

を

第

四

章

の

一

部

で

、

関

東

御

一

家

を

第

五

章

の

一

部

で

取

り

上

げ

る

（

な

お

、

石

橋

氏

は

関

東

に

は

い

な

い

）
。 

  

さ

て

、

こ

う

し

た

「

御

一

家

」

だ

が

、

史

料

の

収

集

を

進

め

て

い

く

と

、

こ

の

言

葉

に

は

二

つ

の

異

な

る

意

味

合

い

が

存

在

し

て

い

た

こ

と

に

気

付

く

。

一

つ

は

「

狭

義

の

御

一

家

」

と

も

い

う

べ

き

も

の

で

、
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本

論

文

第Ⅰ

部

で

検

討

し

た

吉

良

・

石

橋

・

渋

川

の

三

氏

の

み

を

指

す

使

わ

れ

方

、

も

う

一

つ

は

「

広

義

の

御

一

家

」

と

も

い

う

べ

き

も

の

で

、

足

利

一

門

全

体

を

指

す

使

わ

れ

方

で

あ

る

。

同

じ

御

一

家

と

い

う

史

料

用

語

で

あ

っ

て

も

、

意

味

す

る

研

究

概

念

は

異

な

っ

て

い

た

の

で

あ

る

。

こ

の

点

、

既

存

の

研

究

で

は

混

用

さ

れ

て

き

た

が

、

分

析

の

う

え

で

は

腑

分

け

す

る

必

要

の

あ

る

こ

と

か

ら

、

以

後

、

前

者

は

「

足

利

御

三

家

」
、

後

者

は

「

足

利

一

門

」

と

呼

ぶ

こ

と

と

す

る

。 

 

で

は

、

そ

の

足

利

一

門

と

は

誰

の

こ

と

か

。

実

は

、

研

究

者

に

よ

っ

て

そ

の

概

念

に

は

ズ

レ

が

見

ら

れ

る

。

要

す

る

に

、

足

利

一

門

の

重

要

性

が

夙

に

指

摘

さ

れ

る

一

方

で

、

そ

の

範

囲

と

い

う

最

も

基

本

的

な

事

項

す

ら

こ

れ

ま

で

き

ち

ん

と

検

討

さ

れ

て

こ

な

か

っ

た

の

で

あ

る

。

そ

こ

で

、

本

論

文

第Ⅱ

部

は

、

足

利

一

門

の

定

義

を

中

世

史

料

に

基

づ

き

徹

底

し

て

確

定

さ

せ

る

作

業

か

ら

は

じ

め

る

。

そ

の

う

え

で

、

当

時
（

中

世

後

期

）
、
足

利

一

門

で

あ

る

こ

と

の

も

つ

意

味

を

明

ら

か

に

し

、
武

家

で

あ

れ

ば

足

利

一

門

と

い

う

だ

け

で

儀

礼

的

に

優

遇

さ

れ

た

こ

と

、
か

か

る

社

会

で

は

足

利

一

門

に

な

る

こ

と

も

価

値

を

帯

び

、
数

々

の

武

家

が

足

利

一

門

化

を

図

っ

た

こ

と

を

指

摘

す

る

。

そ

し

て

、

足

利

氏

を

頂

点

と

し

、

足

利

御

三

家

を

最

上

位

と

し

、

足

利

一

門

を

上

位

と

す

る

中

世

後

期

武

家

の

儀

礼

的

・

血

統

的

秩

序

を

「

足

利

的

秩

序

」

と

概

念

化

し

、
こ

の

秩

序

が

崩

壊

す

る

に

い

た

る

ま

で

の

過

程

を

動

態

的

に

見

通

す
（

第

六

章

）
。
次

い

で

、

か

か

る

見

通

し

を

補

強

す

べ

く

、

中

世

後

期

の

島

津

氏

が

源

頼

朝

の

末

裔

と

称

し

た

こ

と

を

足

利

一

門

化

行

為

と

捉

え

た

論

考

を

付

す

（

付

論

二

）
。 
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続

け

て

、

主

に

足

利

氏

側

の

史

料

に

依

拠

し

た

第

六

章

に

対

し

、

広

く

全

国

の

大

名

・

武

士

側

の

史

料

を

博

捜

し

て

彼

ら

も

ま

た

足

利

的

秩

序

を

意

識

し

て

い

た

こ

と

を

解

明

し

、

こ

れ

に

よ

っ

て

武

家

の

支

配

者

・

被

支

配

者

双

方

が

「

足

利

の

血

統

の

優

位

」

と

い

う

認

識

を

共

有

し

て

い

た

事

実

を

指

摘

す

る

（

第

七

章

）
。
以

上

の

よ

う

に

足

利

御

三

家

や

足

利

一

門

が

儀

礼

的

に

優

越

す

る

の

は

、
結

局

、
足

利

氏

が

尊

貴

だ

と

思

わ

れ

て

い

た

か

ら

に

ほ

か

な

ら

な

い

。
当

時

の

言

葉

を

用

い

れ

ば

、「

当

御

代

ノ

御

一

家

に

て

御

渡

候

程

ニ

」
・
「

当

御

代

之

御

事

に

て

候

之

間

」

だ

か

ら

で

あ

る

。

こ

れ

は

、

南

九

州

の

一

武

士

が

書

い

た

も

の

で

、

第

七

章

で

重

要

な

役

割

を

果

た

す

と

と

も

に

、

第

八

章

へ

の

橋

渡

し

と

も

な

る

頗

る

貴

重

な

も

の

で

あ

る

た

め

、

史

料

的

に

分

析

を

加

え

た

（

付

論

三

）
。 

こ

の

よ

う

に

、

足

利

御

三

家

・

足

利

一

門

の

権

威

は

、

結

局

、

足

利

氏

の

権

威

に

よ

っ

て

保

た

れ

て

い

た

の

で

あ

る

か

ら

、

最

後

に

検

討

す

べ

き

は

、

こ

の

足

利

氏

の

権

威

そ

の

も

の

に

つ

い

て

で

あ

る

。

本

来

鎌

倉

幕

府

の

一

御

家

人

と

し

て

相

対

的

な

尊

貴

性

し

か

も

た

な

か

っ

た

は

ず

の

足

利

氏

は

、

い

か

に

絶

対

的

な

貴

種

性

を

獲

得

し

、

な

ぜ

戦

国

期

に

な

っ

て

も

「

武

家

の

王

」

と

し

て

認

め

ら

れ

る

に

い

た

っ

た

の

か

、
そ

の

権

威

獲

得

と

存

続

の

プ

ロ

セ

ス

を

追

究

す

る
（

第

八

章

）
。
そ

の

う

え

で

、
足

利

氏

を

頂

点

と

し

、

足

利

御

三

家

を

最

上

位

と

し

、

足

利

一

門

を

上

位

と

す

る

秩

序

意

識

・

序

列

認

識

（

足

利

的

秩

序

）

の

形

成
・
維

持
・
崩

壊

の

各

過

程

に

つ

い

て

最

終

的

に

議

論

を

整

理

し
（

第

九

章

）
、
お

わ

り

に

、
本

論

文

全

体

の

結

論

と

展

望

を

示

す

こ

と

と

し

た

い

（

終

章

）
。 
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以

上

の

検

討

を

通

し

て

、

戦

国

期

に

入

り

権

力

的

に

は

後

退

し

て

し

ま

っ

た

は

ず

の

足

利

氏

・

足

利

御

三

家

・

足

利

一

門

が

、

な

お

も

そ

の

存

在

（

権

威

）

を

認

め

ら

れ

た

背

景

に

は

、

中

世

後

期

の

大

名

・

武

士

が

「

足

利

的

秩

序

」

と

い

う

秩

序

意

識

・

序

列

認

識

を

共

有

し

て

い

た

事

実

が

想

定

さ

れ

る

こ

と

、

そ

し

て

、

か

か

る

価

値

観

の

共

有

に

よ

っ

て

、

足

利

氏

を

中

心

と

す

る

秩

序

は

維

持

さ

れ

た

こ

と

を

見

通

し

た

い

。 

近

年

、

戦

国

期

に

お

け

る

将

軍

存

立

の

理

由

を

将

軍

―

大

名

間

の

「

共

通

利

益

」

に

求

め

る

見

解

が

出

さ

れ

て

い

る

。
け

れ

ど

も

、
そ

れ

で

は

将

軍

の

存

立

は

説

明

で

き

た

と

し

て

も

、
将

軍

以

外

の

足

利

氏
（

公

方

や

御

連

枝

）
、
さ

ら

に

は

足

利

御

三

家

や

足

利

一

門

の

存

立

は

説

明

し

が

た

い
（

彼

ら

に

は

将

軍

ほ

ど

の

実

利

性
・
有

用

性

を

見

出

せ

な

い

）
。
そ

う

で

は

な

く

、
戦

国

期

に

お

け

る

足

利

氏

存

立

の

理

由

は

足

利

氏

―

武

家

間

の

「

共

通

価

値

」

に

こ

そ

求

め

る

べ

き

で

は

な

い

か

。 

中

世

に

は

、

求

心

的

側

面

と

分

裂

的

側

面

の

両

面

が

存

在

し

た

。

と

り

わ

け

戦

国

期

は

権

力

の

分

散

・

多

極

化

が

決

定

的

と

な

っ

た

時

代

で

あ

る

。

そ

う

し

た

な

か

で

、

列

島

が

無

秩

序

化

は

せ

ず

、

ま

が

り

な

り

に

も

足

利

氏

を

中

心

と

し

て

秩

序

・

統

合

が

維

持

さ

れ

た

の

は

、

前

代

以

来

培

わ

れ

て

き

た

武

家

間

の

共

通

価

値

が

機

能

し

た

か

ら

で

は

な

か

っ

た

か

と

結

論

し

た

い

。 


